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課題抽出

プロトタイプ作成

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

介護業務の課題と業務支援に
向けたアプローチ検討

名前：鴨田将来

介護業界の中でも、ケアマネージャーさんの業
務効率UPに必要な項目を可視化し、システ
ムとしてどのようにアプローチすればよいのか検
討＆プロトタイプの作成、ビジネスモデル仮説
検証を実施

介護業務の需要とは裏腹に多くの業務でIT
による効率化ができていない。IT企業の多く
は介護業界の抱える業務内容を把握できて
おらず適切なアプローチができていない

総括と今後の展望

3人のケアマネージャーさんへのインタビューを
合計7回行い、業務内容の聞き取りや業務
上の課題をなぜなぜ分析し、大きく2つの
問題を抽出。
どちらも書類作成の問題だったため、過去作
成した類似書類のリマインド補助を行うこと
によって1から書類作成する労力を軽減する
アプローチを提案

ケアマネージャーさんからいただいたサンプルの
被介護者ヒアリングメモを形態素解析ツール
で分析し、係数が高い単語を分類することに
より類似記録の検索がおおよそ可能である
ことが分かった

<総括>
• 業務内容と問題点をヒアリングすることがで
き、問題を解決できそうなソリューションの提
案、プロトタイプの開発を実施できた

• 事業化計画で対策や検討が必要な項目
が多数上がっており、追加検証が必要

• PoCの実践が未達なので実施する必要が
ある

<今後の予定>
• PoCの実施、実作業で利用しているヒアリ
ングメモを用いた実践

• プロジェクトFMEAの課題消化
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